



















































　ここでは、「 1 ．走る」「 2 ．（ボールを）投げる」「 3 ．（ボールを）蹴る」「 4 ．（ボールを）受け
る」「 5 ．前に跳ぶ（いわゆる立ち幅跳び）」「 6 ．（ボールを）つく」「 7 ．上に跳ぶ（いわゆる垂直跳
び）」「 8 ．逆立ち」「 9 ．側転（手足の付き方を尋ねる）」「10．鉛筆を（ナイフで）削る」の10の動
きを取り上げた。ここで取り上げた10の動き（動作）は、幼児から小学校高学年までおよそ誰も
が知っている動きであり、これらの動作について発達段階を追ってその映像（絵）が研究論文や
文献において紹介されているものが多い。上記 1 ～ 7 及び 9 の動きの絵については、先行研究
から引用したものである。 8 と10は、先行研究において適当なものがなかったため、筆者が作
図した。 9 は手形・足形のみを筆者が作図した。




紙については、保育園の年中児、年長児、小学校 2 年生には、B 5 サイズで10ページの冊子の
形で 1 枚ずつめくりながら、 4 、 6 年生にはB 4 サイズの紙に 4 つずつ（最後の 1 枚はB 5 に 2
つ）の絵を載せ、計 3 枚を綴じたものを回答してもらった。
実際に回答を行う際は、保育園の子どもたちと小学校の子どもたちで、説明や進行の仕方
を若干変えた。保育園では、 4 歳児クラスと 5 歳児クラスでそれぞれ別に回答をしてもらった。
まず子どもたちに、 1 ～10までの動作の絵を描いた10枚の用紙（冊子）を全員に配布した。筆者
が保育室で子どもたちに直接話しかけ、 1 の「走る」動作の用紙から順に 1 枚ずつめくりなが
ら、例えば「 3 つの絵のうち、一番上手に速く走っていると思う絵に○を付けて下さい」など
と言い、子どもたちの回答の様子（ペース）を確認しながら進行した。クラスの保育士の協力も
得ながら、全員の様子を見て言葉を掛けながら 1 ～10まで回答しもらった。小学校 2 年生につ
いては、各クラスの担任の先生にお願いし、担任の先生から「 3 つの絵のうち、一番上手に速
く走っていると思う絵に○を付けて下さい」と子どもたちに言ってもらい、10の動作について





だのか」をインタビューで直接聞いた。この点に関するインタビュー時間は 1 人 1 ～ 2 分程度
（インタビューは全体で 5 ～10分程度。他に年長児たちが日頃どのような運動遊びを行っているのかなど
の内容も尋ねた。その内容については『京都橘大学研究紀要第40号（2014年 2 月発行）』において報告）。









　「走る」動作の調査には、図 1 ― 1 の図を用いた。それぞれの選択肢は、次に示す年齢の子
どもが走っている連続写真を絵にしてあるものを用いた（3）。①は 2 歳11ヵ月の男児、②は 5 歳
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（86％）。最も正答の割合が低いのが 2 年生であった（72.7％）。 6 年生になると正答の割合が増す
が（81％）、それでも年中・年長児より低い（表 1 、図 1 ― 2 参照）。
　年齢の上昇に伴い正答の割合が増加するかと考えたが、この「走る」絵の調査においてはそ




















表 1 　 「走る」 動作の正答数と正答率（人数）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
②正 43 36 88 87 94 348
①誤 5 6 21 16 18 66
③誤 2 2 12 11 4 31
計 50 44 121 114 116 445
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
②正 86.0％ 81.8％ 72.7％ 76.3％ 81.0％ 78.2％
①誤 10.0％ 13.6％ 17.4％ 14.0％ 15.5％ 14.8％
③誤 4.0％ 4.5％ 9.9％ 9.6％ 3.4％ 7.0％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％







　「投げる」動作の調査には、図 2 ― 1 の図を用いた。それぞれの選択肢は、次に示す年齢の
子どもがボールを投げている連続写真を絵にしてあるものを用いた。①は 3 歳頃の男児、②は




4 年生から 6 年生と続いて上昇する（表 2 、図 2 ― 2 参照）。







年中 年長 2 年 年長 ６ 年 計
②正 19 25 64 25 85 218
③誤 17 13 37 13 22 102
①誤 14 6 19 6 9 54
計 50 44 120 44 116 374
（割合％）
年中 年長 2 年 年長 ６ 年 割合
②正 38.0％ 56.8％ 53.3％ 56.8％ 73.3％ 60.8％
③誤 34.0％ 29.5％ 30.8％ 29.5％ 19.0％ 26.6％
①誤 28.0％ 13.6％ 15.8％ 13.6％ 7.8％ 12.6％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％















　「蹴る」動作の調査には、図 3 ― 1 の図を用いた。それぞれの選択肢は、次に示す年齢の子
どもがボールを蹴っている連続写真を絵にしてあるものを用いた。①は 4 歳頃11ヵ月の男児、
②は 4 歳 5 ヵ月の男児、③は 9 歳 8 ヵ月の男児（5）。
　この「蹴る」動作の調査での「最も上手く蹴っている絵（正答）」は、③の絵である。調査の
結果、正答の割合が最も高いのは年長児であった（93.2％）。正答の割合の最も低いのは 4 年生
（87.7％）。しかし、いずれの年齢も90％前後の正答率であった（表 3 、図 3 ― 2 参照）。







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
③正 44 41 111 100 106 402
①誤 3 3 6 10 4 26
②誤 3 0 4 4 6 17
計 50 44 121 114 116 445
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
③正 88.0％ 93.2％ 91.7％ 87.7％ 91.4％ 90.3％
①誤 6.0％ 6.8％ 5.0％ 8.8％ 3.4％ 5.8％
②誤 6.0％ 0.0％ 3.3％ 3.5％ 5.2％ 3.8％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％












　「受ける」動作の調査には、図 4 ― 1 の図を用いた。それぞれの選択肢は、次に示す年齢の
子どもがボールを受けている連続写真を絵にしてあるものを用いた。①は 5 歳頃11ヵ月の男児、
②は 6 歳の女児、③は 6 歳 5 ヵ月の女児（6）。
　この「受ける」動作の調査での「最も上手く受けている絵（正答）」は、①の絵とした。調査
の結果、正答の割合が最も高いのは年長児であった（70.5％）。正答の割合の最も低いのは 2 年
生であった（15.7％）（表 4 、図 4 ― 2 参照）。







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
①正 33 31 19 29 32 144
②誤 13 10 74 59 59 215
③誤 4 3 28 26 24 85
計 50 44 121 114 115 444
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
①正 66.0％ 70.5％ 15.7％ 25.4％ 27.8％ 32.4％
②誤 26.0％ 22.7％ 61.2％ 51.8％ 51.3％ 48.4％
③誤 8.0％ 6.8％ 23.1％ 22.8％ 20.9％ 19.1％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
図 4 ― 1 図 4 ― 2 　「受ける」動作の正答率の変化
　ボールを受ける動作の発達段階は、おおよそ 1 ）Arms Straight（腕を伸ばしたまま）型、 2 ）
Scoop-up（すくいとる）型、 3 ）Clutching（挟みこむ）型、 4 ）Underhand-catch（アンダーハンドで
捕る）型、 5 ）Overhand-catch（オーバーハンドで捕る）型というように上手くなるとされている






























　「前に跳ぶ」動作の調査には、図 5 ― 1 の図を用いた。それぞれの選択肢は、次に示す年齢
の子どもが前に跳んでいる（立ち幅跳びを行っている）連続写真を絵にしてあるものを用いた。①
は 6 歳の男児、②は 2 歳の男児、③は 2 歳の男児（8）。
　この「前に跳ぶ」動作の調査での「最も上手く前に跳んでいる絵（正答）」は、①の絵である。
調査の結果、正答の割合が最も高いのは 6 年生であった（88.8％）。正答の割合の最も低いのは
2 年生であった（69.2％）。年中から年長そして 2 年生へと年齢が上がるにつれ正答率が一旦低








　「（ボールを）つく」動作の調査には、図 6 ― 1 の図を用いた。それぞれの選択肢は、次に示







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
①正 40 33 83 88 103 347
③誤 7 10 14 9 7 47
②誤 3 1 23 13 6 46
計 50 44 120 110 116 440
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
①正 80.0％ 75.0％ 69.2％ 80.0％ 88.8％ 78.2％
③誤 14.0％ 22.7％ 11.7％ 8.2％ 6.0％ 10.6％
②誤 6.0％ 2.3％ 19.2％ 11.8％ 5.2％ 10.4％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
図 5 ― 1 図 5 ― 2 　「前に跳ぶ」動作の正答率の変化







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
③正 41 42 93 85 94 355
②誤 0 1 16 22 19 58
①誤 9 1 11 6 2 29
計 50 44 120 113 115 442
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
②正 82.0％ 95.5％ 77.5％ 75.2％ 81.7％ 80.3％
①誤 0.0％ 2.3％ 13.3％ 19.5％ 16.5％ 13.1％
③誤 18.0％ 2.3％ 9.2％ 5.3％ 1.7％ 6.6％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
図 ６ ― 1 図 ６ ― 2 　「つく」動作の正答率の変化
６0
す年齢の子どもがボールをついている連続写真を絵にしてあるものを用いた。①は 3 歳の女児、




であった（表 6 、図 6 ― 2 参照）。
　年長児のインタビューでは、③の正答の理由として「真っ直ぐ立っているから」「背中が曲
がるとボールがよそへ行ってしまうから」「綺麗についているから」などと回答していた。
ボールをつく動作も先述のボールを「受ける」動作と同様に、およそ 1 ）Single Slapping（強く






　「上に跳ぶ」動作の調査には、図 7 ― 1 の図を用いた。それぞれの選択肢は、次に示す年齢
の子どもが上に跳んでいる（垂直跳びをしている）連続写真を絵にしてあるものを用いた。①は 3
歳頃の女児、②は 5 歳頃の男児、③は 4 歳頃の男児（9）。







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
②正 39 35 84 87 99 344
①誤 7 8 16 10 9 50
③誤 4 1 20 17 6 48
計 50 44 120 114 114 442
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
②正 78.0％ 79.5％ 70.0％ 76.3％ 86.8％ 77.8％
①誤 14.0％ 18.2％ 13.3％ 8.8％ 7.9％ 11.3％
③誤 8.0％ 2.3％ 16.7％ 14.9％ 5.3％ 10.9％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
















いのは 2 年生であった（43.0％）。 4 年生に続いて 6 年生が62.6％と正答率が高かった（表 8 、図 8
― 2 参照）。







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
③正 25 23 52 74 72 246
②誤 16 18 51 30 28 143
①誤 9 3 18 8 15 53
計 50 44 121 112 115 442
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
③正 50.0％ 52.3％ 43.0％ 66.1％ 62.6％ 55.7％
②誤 32.0％ 40.9％ 42.1％ 26.8％ 24.3％ 32.4％
①誤 18.0％ 6.8％ 14.9％ 7.1％ 13.0％ 12.0％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
















4 年生は53.6％と正答率が高く就学前後で差があった（表 9 、図 9 ― 2 参照）。







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
①正 18 13 72 60 73 236
③誤 24 23 42 47 37 173
②誤 8 8 6 5 4 31
計 50 44 120 112 114 440
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
①正 36.0％ 29.5％ 60.0％ 53.6％ 64.0％ 53.6％
③誤 48.0％ 52.3％ 35.0％ 42.0％ 32.5％ 39.3％
②誤 16.0％ 18.2％ 5.0％ 4.5％ 3.5％ 7.0％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％




















年齢の上昇とともに上がり、 6 年生が最も高かった（97.4％）（表10、図10― 2 参照）。







年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 計
③正 28 30 89 108 112 367
②誤 7 9 26 6 2 50
①誤 15 5 5 1 1 27
計 50 44 120 115 115 444
（割合％）
年中 年長 2 年 4 年 ６ 年 割合
③正 56.0％ 68.2％ 74.2％ 93.9％ 97.4％ 82.7％
②誤 14.0％ 20.5％ 21.7％ 5.2％ 1.7％ 11.3％
①誤 30.0％ 11.4％ 4.2％ 0.9％ 0.9％ 6.1％
計 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％







Ⅴ．お わ り に
1．まとめ
各学年（年齢）と10の調査項目の正答率との関係を見てみると次のようであった。年中児の正
答率が 1 番高くなっている項目は「 1 ．走る」。年長児の正答率が 1 番高くなっている項目は
「 3 ．蹴る」「 4 ．受ける」「 6 ．つく」。 2 年生の正答率が 1 番高くなっている項目は、なし。
4 年生の正答率が 1 番高くなっている項目は「 8 ．逆立ち」。 6 年生の正答率が 1 番高くなっ
ている項目は「 2 ．投げる」「 5 ．前に跳ぶ」「 7 ．上に跳ぶ」「 9 ．側転」「10．鉛筆を削る」。














1 ．走る 2 ．投げ
る












年中 1 5 4 2 　 2 ＊ 2 3 4 4 5 3.2
年長 2 3 1 1 4 1 2 3 5 4 2.６
2 年生 5 4 2 5 5 4 5 5 2 3 4.0
4 年生 4 2 5 4 　 2 ＊ 5 4 1 3 2 3.2
６ 年生 3 1 3 3 1 3 1 2 1 1 1.9
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